
風
信

　

近
代
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
長
崎
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
歴
史
は
、
昭
和
24
年
開
催

の
東
京
国
体
前
、
2
回
の
準
備
委
員
会（
幹
事
長
松
浦
信
義
氏
）を
経
て
長
崎
県
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
東
京
国
体
へ
は
、
オ
ー
プ
ン
競

技
と
し
て
長
崎
県
か
ら
も
参
加
し
て
い
る
。

　

大
会
開
催
の
経
緯
は
分
か
ら
な
い
が
、
昭
和
29
年
勝
山
小
学
校
と
新
興
善
小
学
校

の
講
堂
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
3
回
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
の
開
催
話
を
長
崎
市
役
所
の
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。
当
時
の
会
場
は
、
体

育
館
と
言
え
る
も
の
で
な
く
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
3
面
分
の
広
さ
、
低
い
天
井
の
講
堂
で
、

と
て
も
全
国
大
会
が
で
き
る
施
設
で
は
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
。
優
勝
は
、
男
子
が

富
山
県
十
条
製
紙
伏
木
工
場
、
女
子
が
愛
知
県
ト
ヨ
タ
自
動
車
で
第
1
回
か
ら
第
3

回
ま
で
両
チ
ー
ム
と
も
団
体
3
連
覇
し
て
い
る
。 

24
チ
ー
ム
参
加
の
男
子
団
体
で
は
、

三
菱
長
崎
造
船
所
が
3
位
決
定
戦
で
勝
利
し
た
。
第
65
回
目
と
な
る
今
で
も
第
3
回

大
会
の
成
績
が
最
高
の
戦
績
で
あ
る
が
、
65
回
連
続
出
場
は
、
素
晴
ら
し
い
。

　

昭
和
29
年
は
、
九
州
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
が
長
崎
県
に
設
立
さ
れ
、
第
一
回
全
九

州
総
合
大
会
を
県
立
短
期
大
学
で
開
催
し
て
い
る
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
長
崎
に
広
ま
っ
た
の
は
、
A
B
C
C（
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会
）

部
長
の
ジ
エ
リ
ー
・
ム
ー
リ
ン
氏
や
南
極
観
測
船「
宗
谷
」を
建
造
し
た
川
南
造
船
所

（
香
焼
町
）の
男
女
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
も
貢
献
し
て
い
る
。
新
中

川
町
A
B
C
C
大
ホ
ー
ル
と
三

菱
会
館（
出
島
町
長
崎
税
関
隣

り
）横
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
で
の
練

習
な
ど
で
、
ム
ー
リ
ン
氏
在
任

11
か
月
の
間
に
か
な
り
普
及
し

た
と
思
わ
れ
る
。

　

昭
和
25
年
2
月
ム
ー
リ
ン
氏

東
京
転
任
の
直
前
、
同
氏
寄
贈
の
優
勝
杯
を
争
奪
す
る「
ム
ー
リ
ン
杯
争
奪
第
1
回

大
会
」は
、
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
崎
日
々
新
聞
社
共
催
に
よ
り
A
B
C
C
大

ホ
ー
ル
で
開
催
。
男
子
7
チ
ー
ム
、
女
子
6
チ
ー
ム
が
参
加
、
男
子
は
A
B
C
C
、

女
子
は
長
崎
東
高
校
が
優
勝
し
て
い
る
。
現
在
は
、
長
崎
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主

催
で
ム
ー
リ
ン
杯
争
奪
大
会
が
毎
年
4
月
、
長
崎
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
と
し
て
の
始
ま
り
は
、
19
世
紀
中
頃
、
英
国
ボ
ー
フ
ォ
ー
ト

公
爵
家
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
の
大
広
間
で
遊
ん
で
い
た
羽
根
突
き
が
、
ネ
ッ
ト

を
張
り
ル
ー
ル
を
設
け
、
そ
の
後
1
8
9
3
年（
明
治
26
）英
国
で
協
会
が
設
立
さ
れ
、

近
代
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
ひ
と
つ
と
し
て
世
界
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　

長
崎
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
急
速
に
広
ま
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
元
長

崎
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局
長
片
平
直
照
氏
が
、
懸
命
に
普
及
を
行
っ
た
こ
と

を
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
門
誌
が
紹
介
し
て
い
る
こ
と
や
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵『
漢

洋
長
崎
居
留
図
巻（
蘭
館
図
）』等
に
、
出
島
で
二
人
の
異
国
人
が
羽
根
突
き
遊
び
を

し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

出
島
旧
石
倉
裏
に
は
、
元
長
崎
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
長 

横
尾
秀
夫
氏
建
立（
昭

和
54
年
）の「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
伝
来
之
地
」碑
が
あ
る
。
出
島
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
長

崎
の
結
び
付
き
と
思
い
た
い
が
、
昭
和
初
期「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
外
国
人
さ
ん
達
が

遊
び
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
い
た
の
が
、
日
本
中
に
広
ま
っ
た
。」と
の
見
方
が

一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
遊
び
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
ラ
ケ
ッ
ト
と
ウ
ー
ラ
ン
グ

（
羽
根
）が
、
蘭
学
者
、
森
嶋
中
良
著『
紅
毛
雑
話
』に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
前
記

の
長
崎
説
に
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

と
に
か
く
、
長
崎
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
縁
が
深
い
。
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
前

理
事
中
山
紀
子（
旧
姓
高
木
）女
史
は
、
隔
年
毎
開
催
の
女
子
国
別
対
抗
団
体
戦（
2

複
3
単
）、
ユ
ー
バ
ー
杯
第
4
回
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
大
会（
昭
和
41
年
）か
ら
第
6
回
東

京
大
会（
昭
和
47
年
）ま
で
日
本
チ
ー
ム
が
3
回
連
続
優
勝
で
き
た
の
は
、「
毎
回
、

長
崎
で
合
宿
を
し
た
か
ら
で
す
。」と
昨
年
、
話
さ
れ
て
い
た
。

　

中
山
紀
子
女
史
を
始
め
、
亡
く
な
ら
れ
た
湯
木
博
恵（
新
沼
博
江
）女
史
の
日
本
女

子
チ
ー
ム
は
、
長
崎
県
男
子
国
体
選
手
の
三
菱
長
崎
造
船
所
、
教
員
、
瓊
浦
高
校
生

相
手
に
互
角
以
上
の
勝
負
を
さ
れ
て
い
た
。
第
4
回
か
ら
第
6
回
ま
で
の
ユ
ー
バ
ー

杯
大
会
直
前
合
宿
は
、
い
ず
れ
も
長
崎
駒
場
町
競
輪
場
跡
地（
旧
大
橋
球
場
）裏
に
建

設
さ
れ
た
長
崎
国
際
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

　

国
際
体
育
館
で
、
長
崎
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
創
立
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行

わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
'79（
昭
和
54
年
）長
崎
大
会
は
、
英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
の
選
手

ほ
か
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
国
技
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
リ
ム
・
ス
イ

キ
ン
な
ど
有
名
な
選
手
が
訪
れ
、
観
客
も
超
満
員
で
か
な
り
盛
り
上
っ
た
よ
う
だ
。

又
、
以
前
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
プ
ス
選
手
も
訪
れ
て
い
る
。

　

ユ
ー
バ
ー
杯
第
5
回
東
京
大
会（
昭
和
44
年
）は
、
長
崎
国
体
開
催
年
で
あ
り
、
瓊

浦
高
校
2
年
生
大
束
歳
文
、
佐
藤
彰
が
活
躍
し
て
い
た
。
日
体
大
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
監
督
大
束
忠
司
氏
は
、
大
束
歳
文
氏
の
長
男
で
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
北
京
と
2
大
会

連
続
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
出
場
、
北
京
大
会
で
は
男
子
複
で
5
位
入
賞
を
果
た
し
て
い

る
。
指
導
者
と
し
て
は
、
瓊
浦
高
校
出
身
で
日
体
大
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
総
監
督
、
日

本
Ｕ
─
13
コ
ー
チ
石
場
隆
雄（
八
王
子
市
在
住
）も
忘
れ
ら
れ
な
い
存
在
だ
。

　

長
崎
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
縁
が
深
い
話
は
、
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
昭
和
47
年
日
中

国
交
正
常
化
の
翌
年
昭
和
48
年
9
月
、
第
1
回
日
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
長
崎
大
会
を
長

崎
市
民
体
育
館
の
杮
落
し
と
し
て
開
催
し
た
。
日
本
と
中
国
チ
ー
ム（
陳 

玉
娘
選
手

一
行
13
人
）の
女
子
団
体
戦
で
、
長
崎
県
代
表
で
岡
野
彰
子（
旧
姓
柿
本
）女
史
と
尾

崎
省
子（
旧
姓
樋
口
）女
史
が
日
本
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
試
合
は
、
世
界
ト
ッ
プ
同
士

の
対
戦
で
白
熱
し
、
複
で
柿
本
・
樋
口
組
も
善
戦
し
た
。

　

昭
和
44
年
以
来
45
年
ぶ
り
の
国
体（
第
69
回
）が
一
昨
年
、
長
崎
市
民
体
育
館
で
台

風
の
最
中
開
催
さ
れ
た
。
少
年
男
子
・
成
年
女
子
は
一
回
戦
敗
退
、
成
年
男
子
3
回

戦
敗
退
、
少
年
女
子
は
ベ
ス
ト
8
入
賞
後
、
準
々
決
勝
で
敗
退
し
、
5
位
。
昨
年
和

歌
山
国
体
で
は
、
残
念
な
が
ら
ど
の
種
別
も
入
賞
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
、
少
年

女
子
を
除
く
、
少
年
男
子
と
成
年
男
女
の
選
手
・
監
督
が
一
丸
と
な
っ
て
、
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
会
を
勝
ち
抜
き
、
国
体
開
催
地
の
岩
手
県
北
上
市
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

昨
年
、
全
国
定
時
制
通
信
制
選
手
権
大
会
で
は
、
佐
世
保
中
央
高
校
が
男
子
団
体

と
個
人
男
子
単
で
同
校
住
德
聖
也
選
手
が
、
2
年
連
続
優
勝
し
た
。
又
2
月
に
長
崎
県

ス
ポ
ー
ツ
賞
を
団
体
個
人
と
も
に
受
賞
し
て
お
り
、
日
頃
の
努
力
に
敬
意
を
称
し
た
い
。

　

小
学
生
で
は
、
村
本
里
奈
・
松
山
陽
香
組（
時
津
小
）が
九
州
予
選
会
優
勝
後
、
全

国
小
学
生
選
手
権
大
会
小
学
4
年
生
の
部
で
女
子
複
準
優
勝
、
同
部
で
川
本
諒
太（
矢

四
〇
六
号　

平
成
二
十
八
年
五
月
十
日

長
崎
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

上
小
）君
が
男
子
単
3
位
だ
っ
た
。
長
崎
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
強
化
部
と
指
導
普
及

部
が
小
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
層
強
化
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
成
果
が
現
れ
て
き
て
い

る
の
で
今
後
が
楽
し
み
だ
。
そ
の
子
供
達
が
大
き
く
な
り
、
奥
原
選
手
の
よ
う
に
世

界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
選
手
が
出
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

今
年
、「
第
7
回
全
国
ね
ん
り
ん
交
流
大
会
」を「
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
」に
於
い

て
10
月
10
日
・
11
日
長
崎
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
の
大
会
と
し
て
開
催
す
る
。

全
国
か
ら
60
歳
以
上
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
者
が
集
う
の
で
、
旺
盛
な
サ
ー
ビ
ス
精
神
を

も
っ
て
長
崎
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。�

（
長
崎
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
理
事
長
）

○
昔
は
肥
前
の
国（
長
崎
）　

肥
後
の
国（
熊
本
）と
言
い「
同
じ
肥
の
国
」（
兄
弟
県
）だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
熊
本
県
で
の
大
災
害
、
何
は
さ
て
置
い
て
も
大
い
に
援
助
す
べ
き
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

○
さ
て
五
月
の
候
と
な
り
、
四
月
末
日
よ
り
休
み
が
続
き
ま
し
た
の
で「
春
の
海　

ひ
ね

も
す　

の
た
り
…
」と
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が

○
四
月
二
十
九
日
は
崇
福
寺
媽
祖
祭
。
三
日
憲
法
を
考
え
る
会
。
四
日
は
県
九
條
の
会
主

催「
第
十
回
憲
法
さ
る
く（
子
供
と
歩
く
平
和
の
道
）」に
参
加
し
西
坂
街
道
を
原
爆
被
爆

の
樹
が
あ
る
山
王
神
社
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
五
日
は
節
句
。
矢
上
滝
の
観
音
伝
統「
三
百

年
の
花
祭
り
」に
矢
上
よ
り
無
料
バ
ス
に
乗
り
参
加
、
か
え
り
は
、
古
賀
植
木
市
に
案

内
を
う
け
ま
し
た
。（
こ
の
日
の
昼
食
は
間
ノ
瀬
婦
人
会
の
御
接
待
に
あ
ず
か
り
ま
し

た
。）い
そ
が
し
い
毎
日
で
し
た
。

○『
長
崎
年
中
行
事
抄
』に
は「
五
月
と
言
え
ば
ペ
ー
ロ
ン
の
事
」と
あ
り
文
政
年
間

（
一
八
二
〇
）編
纂
の『
長
崎
名
勝
図
絵
』に
は
実
に
詳
し
く
記
し
て
あ
る
。
ペ
ー
ロ
ン
は

「
剗
龍
」と
書
し
南
中
国
よ
り
来
舶
し
た
唐
船
の
人
達
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー
ロ
ン
は
あ
ま
り
に
も
盛
ん
と
な
り
寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）

五
月
五
日
、
本
五
島
町
の
若
者
と
鍋
島
藩
深
堀
の
若
者
と
が
死
人
が
で
る
ほ
ど
の
喧
嘩

と
な
り
翌
享
和
元
年
長
崎
奉
行
所
よ
り
ペ
ー
ロ
ン
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
よ
り『
研
究
紀
要
第
16
号
』

一
、
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
よ
り『
鳴
滝
紀
要
第
26
号
』

　

両
書
と
も
に
す
ぐ
れ
た
論
考
集
で
し
た
。
特
に
錦
織
先

生
の「
黄
檗
僧
独
湛
の
絵
画
」（
歴
史
紀
要
）織
田
毅
先
生

の「
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
研
究
」と
も
に
新
ら
し
い
論
考
で
あ

り
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

大
束
　
良
平

出島「バドミントン伝来之地」碑


